                                    設備器具一覧表
	調　剤　用
	数　量
	
	 　試験検査（薬局製造業）用
	 数　量

	  液量器
	イ


	
	  顕微鏡､ﾙｰﾍﾟ又は粉末X線回折装置
	イ


	  温度計         （１００℃）
	ロ

	
	  試験検査台
	ロ


	  水浴
	ハ

	
	  デシケーター
	ハ


	  調剤台
	ニ

	
	　はかり *    　　（感量１㎎）
	ニ


	  軟膏板 　　
	ホ

	
	　薄層クロマトグラフ装置 *
	ホ


	  乳鉢　　　　  　　（散剤用）
	ヘ

	
	  比重計又は振動式密度計
	ヘ


	  乳棒
	
	
	　ｐＨ計 *　　   　
	ト


	  はかり
	  　感量１０㎎
	ト

	
	  ﾌﾞﾝｾﾞﾝﾊﾞｰﾅｰ又はｱﾙｺｰﾙﾗﾝﾌﾟ
	チ


	
	　感量１００㎎
	
	
	　崩壊度試験器 *
	リ


	  ビーカー
	
	
	  融点測定器
	ヌ


	  ふるい器 　  　　
	チ

	
	  薬局製剤指針（第　　版）
	ル


	  へら
	  　　 金属製
	リ

	
	
	

	
	  　　　 角製
	ヌ

	
	
	

	  メスピペット
	ル

	
	
	

	  メスフラスコ又はメスシリンダー
	ヲ

	
	
	

	  　　　　
  薬匙
  　　　　
	  　　　 金属製
	ワ

	
	
	

	
	  　  　　 角製
	
	
	
	

	　ロート
	カ


	
	
	

	日本薬局方及びその解説に関するもの(　　局)
	ヨ

	
	
	

	薬事関係法規に関するもの (　　　年版)
	
	
	* 印の設備の保有に代えて、厚生労働大臣の登録を受けた試験検査機関を利用する場合にあっては、利用関係を明らかにする申出書を併せて添付すること。


	医薬品の添付文書集(　  　　年版)
	
	
	

	  調剤技術指針
	
	
	


     （記載上の注意）
       １　数量欄には、当該薬局で具備している設備器具数量を記載すること
　　　 ２　調剤に必要な書籍は、申請時点において発行されている最新版を購入し、（　）内にその局数・出版年度を記載すること
